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ご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？小さな子どもは、まだ危険予測が

難しく、好奇心旺盛で怖い物しらずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。 

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、実は事故の危険の高い場所だと 

いうことをご存じでしょうか？0～6歳の子どもの事故の約 40％は、家の中で 

起こっています。 

 特に命にかかわるのが、窒息です。0歳児が圧倒的に多いものの、1.2歳児も 

ゼロではありません。家の中を安全・安心な場所にするためにも、誤飲につなが

るような小さい物（硬貨・ボタン電池・薬など）はしっかり管理しましょう。 

家の中の事故を防ぎましょう 

キッチン 

炊飯器や電気ポットなど、調理器具による

やけどが多い場所 

浴室 

残り湯に落ちる、目を離したすきに溺れる

など、水の事故の危険があります。 

ベランダ 

台などに登り手すりを超える 

事故が 3歳以上急増します。 

リビング 

ソファーなどから落ちたりたば

こや電池を飲み込んだりと 

いった事故がよくあります。 

39ｍｍ 

（だいたい 

ピンポン玉ぐらい） 

この丸は子どもの口の大きさと同じです。 

これより小さなものは手の届かない所に保管を！ 

子どもはよく転んだり落ちたりして頭を

打つことがあります。下記を参考に、注意

深く様子を見てあげましょう。 


